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日本第四紀学会の教育活動・アウトリーチ活動
Education and outreach programs of the Japan Association for Quaternary Research
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近年の地球環境問題，資源問題を解決し，持続可能で安心・安全な社会を構築するためには，市民の自然史のリベラ
ルアーツを基礎として，リテラシーを育成することが必要である．そのためには，自然史科学の研究者は，研究のアカ
ウンタビリティーと研究分野の普及・啓蒙の両面で，アウトリーチ活動を行うことが求められる．日本第四紀学会は第
四紀という一つの地質時代に関係するさまざまな分野の研究者が集まった学際的な学会であり，高等学校の理科 4科目
（物理，化学，生物，地学）のすべてと地歴科 2科目（地理，日本史）にまたがる 11の専門分野（地質学，地理学，考
古学，古生物学，植物学，土壌学，地球物理学，地球化学，工学，人類学，動物学）のいずれかに学会員は所属してい
る．また，学会員の職業は大学・研究所の研究者だけでなく，小学校・中学校・高等学校の教員，博物館等の学芸員，行
政機関の職員，企業の技術者など多様である．このような，学会の特長を生かすべく，ここ数年，学会として行う教育
活動・アウトリーチ活動を模索してきた．
　 2007年には，フィールドの活用・保全に関する公開シンポジウムを開催し，その内容は「地質ニュース」640号に

まとめられた．2009年には学校教育における第四紀の新定義の普及・啓蒙のために，日本学術会議や関連学協会と協力
して，第四紀の新しい定義を広く普及する公開シンポジウムを開催した．日本第四紀学会が主催したシンポジウム「自然
史研究におけるフィールドの活用と保全」の内容は，第四紀研究 49巻 5号にまとめられた．2010年には，教育をテー
マにした 2つのシンポジウムを開催した．学校教育としての地学教育をテーマにしたシンポジウムの内容は 2011年春に
第四紀研究別冊号として刊行し，生涯教育としての自然史教育をテーマにしたシンポジウムの内容は夏に第四紀研究特
集号として刊行される予定である．
　日本第四紀学会が担うべき，日本第四紀学会しかできない，教育活動・アウトリーチの活動とは何であろうか？大

きく分けて，1つは第四紀学の普及・啓蒙であり，もう 1つは学会が個人や機関のネットワークの牽引車や接着剤として
の役割を担うことと考えられる．後者については，ジオパークへの貢献，学会間のネットワークの構築，学会と学校教
員や市民とのネットワークの構築のような活動を日本第四紀学会として推進すべきである．日本第四紀学会は多様な分
野・職業の学会員から構成されているので，ジオパークを支援する場合には，地形・地質だけでなく，考古・人類などの
人間活動や植物・動物などの自然史の観点から多様な事象や活動形態を提供できる．また，学会員のネットワークを利
用して，第四紀に関連する研究系学会と教育系学会の連携や，さまざまな分野の研究者と学校教員，市民との接点を持
つことができる．それは，学校教育や生涯教育に多様な人材を取り込み，活動の幅を拡げることになるだろう．
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